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久性が望まれる。そのための測定種目としてはHarvardStep. Test ( H・S・ T ) , 6分間
走における持久性指数による評価，肺活量は白摂耳F能lと通ずるものとしてこれにも評価採
点をした。 このほか持久性に関連する重要機能をテス トする意味で， 安静時の心電図を
ポー タブ、Jレ心電計CM・ F日江IDAFLC -7 11 o ）で記録し，持久性機能の基盤を探ろうとした。
(3) パドミ μ トン競技力で重要伝ものは筋力特に腕筋力と躯幹筋力である。これ等諸筋
力は持久性と合成してスタミナを形成したり，ス ピー ドと合成してパワーを形成し，強烈
ぽスマッシュの瞬発力を生み出すことになる。この種目iとは背筋力 ・握力 （右 ・左 ）， 腕







・吉沢，平衡機能は小成・片山・ 北村，反応時間・ 6分間走 ・持久性・ H ・ S ・ T測定に
は，奈良岡・北村が測定に当り，全体のまとめは奈良岡が担当した。
3. 測定と評価の方法
体力測定の種目は前項で述べたが，方法も 1961年 7月，日本体育協会東京オリ シピッ





力測定採点、表（男子），，のほぼ 65%を基準として採点した。 （表 7参照）










表 1にパド ミーノ トンユーパ一杯強化選手の基礎体位の測定結果を示した。身長 ・体重は
どんな体力測定でも欠かせぬ基盤項目である。平均で身長 159.7Cnt，体重は56.Skg, ロー
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であるとみてよいのではないかと考え，大腿固と脚力の相関をみると， r = 0.8752となり，
Pぐ0.01の場合で有意差ありと認められ相関度はきわめて高L、。指極が身長に比例する相





表 3K諸筋力の測定結果を示したが，背筋力・握力 ・腕力 ・脚力は何れもバドミ ントン
競技力にほぼ正此例して関連するものと考えられるので，筋力の優劣は大きい意義をもっ。
2点 1点という筋力評価は競技力に大きなマイナスと見てよい。背筋力では 2名だけ4点
で合格点，利腕の右握力はさすがに 14名中 1名のみ 2点で他は 3点以上であった。 J1{,6 ' 
M ・ Iは5点で優秀なものである。
右腕力はシャトルのス ピー ドに直接影響する筋力と思われるが， 4点以上の右腕力であ
って欲しい。 ζれに合格した者は 5名である。
脚力は腕力以上の競技力を左右する因子と考えてよいが，これは両脚力とも 4点以上の
選手は必 11, M・Nl名だけであった。片脚だけでも 1点ではeそれだけで大選手と して






垂直とびは脚の瞬発性・弾力性を表わし， スタミナIと通ずるフッ トワークのスピー ドを
も示すものと見てよい。表4においては最低でも 3点を下らない能力であって欲しいもの
である。
サイドステップはバドミ ントンの専門的適性で， 基礎体力では身体移動スピー ドを直接
的に表わす適性と見られるので重要である。これは本測定全種目を通じて最も優れた成績
を示し，平均が 44点， 3点、が 1名のみで他は 4点以上であったのは， 一線級選手として
はきすがに立派なものであると称賛される。
反応時間は目と手と足の協応動作の適性である敏捷性の因子をあらわすもので， 言わば







北海道以外ではテスト種目として行ぽわれていぽい種目である。結果は 5点5名， 4点 1




























する。その1は＇ 6分間の走距離はスピード持久性を表わす 1種目として帆走距離u で採点
60 奈良岡・北村，ユーパ一杯国際女子バドミン トン競技強化選手の基健体力について
する。その2は， 6分走後H ・ S ・ T同様の心拍数測定と手順で導き出した指数を心拍率
( Pulse Rate P ・ R）指数とし，さ らに 6分という持久運動タイムとそのP・Rとの比率
が 1Km当り幾らにえよるかを算出した指数を，持久率（ Endurance Rate -E ・ R ）とし，この
E R指数から持久性を判定するテスト法ら採用したことである。
H ・ S ・T指数とP・R指数との相関は， 0.9034でP<0.01で ”有志差あり”とな り，
相関は全く高い。また 6分間走の持久指数を算出するが，このR・RとP・Rとの相関も
r = 0.9256※※※となって相関は完全に近い程高い。H・ S・TとR・Rとの相関もr= 





さて持久性のテス ト結果はどう伝っているか ”表 6”で見て行きたい。
肺活量では 5点0名， 4点 2名， 3点4名， 2点4名， l点 5名，M 3.154 cc，評価点、
2点ときわめて低い。
H ・ S ・ TはJ仮1, H ・ Y 1名のみ合格で，後は全部国際試合に耐えられない位の持久
力の頼りなさということになる。必11,M ・ Nが 99.3,.lfo. 6, M ・ T97.4で僅かに望みが
持てる程度である。平常脈は採点していないが，60/ min以内になっていることが望ま
しし、。
6分間走の走距離では 5点 1名， 4点が 10名， 3点3名， 3点以下が 1人も居とよかっ




約 100近く オーバー している。その他の選手に 40号｜き上げ判定評価する と，4点 2名，
3点6名， 2点3名，l点 1名となる。ここで特異なのは.lfo.2のE・ T選手であるが， 6
分間走距離で最優の 1,472m 5点、を記録しながら， E・Rでは最低の 2・（1)点である。乙
の意味はス ピード持久性に優れているが，全身持久性は全く劣弱であるこ とを示す。 Jf6.3 
M・Aは足首捻挫のため6分走はできなかったが全身持久性は100点満点、の30点と低水準で、
全身持久性は大選手にふさ わしく なし、。両選手とも シンクソレプレーヤー としては全く 基礎
体力不足で，ダブルスプレーヤーとしての名をなしている実績を考え合わせると，持久性
の重要さが理解出来ようという ものである。








今回は省略して，必1 H・Y，必 2 E・T,Jfo.3 M ・A，の肢誘導Eを，i阪13 S 
・Fの V3を例として図1Iこ掲げた。 RR間隔から安静脈を算出すると，図のそれぞれ書
き入れたような心拍数となる。 H・Yは平均4.4.4/minの安静脈， E・Tは 1拍 l拍が
67 /min ～ 77 /minまでの安静脈で，平均が 72.2/min,M ・ Aは平均 68.9 /minの安静















性機能を実験測定した。 （表 8参照 ）。
2）実験種目
① 両足平行立ち 30秒間 ・開眼
② 両足平行立ち 30秒間 ・閉眼
③ 片足立ち（右）無制限 ・閉眼
＠ 片足立ち （左）無制限 ・閉眼
① 右回 りジャンプスピン （10秒間 ・回数）両足立ち ・開眼 ・30秒
⑤左回り 同上
⑦ パ、ド ミン トンコートに設定したフッ トワー クコース・10セットの負荷後平衡機能計
により，その動揺を記録した。









c. ③ ・④の測定項目（片足立ち・閉眼）では， 全項目中左 ・右共通して動揺度が最っ
とも大きし、。テス ト前半に大きく乱れ，中期l乙安定，後半また大きく 乱れるパター ンを示
した。動揺は左右より 前後の乱れが大きい乙とが認め られた。
必 1.H・Y, !16.2.E・T，；阪 3.M ・ A等のベテラ ンの動揺度は少なく微調整が著
明で，新人では比較的緩やかな調整が認められベテランより前後の動揺が大き く， 後半に
おいては重心位置がよりずれ込んでいることが認められた。








調節反射がJ伝1. H ・ Y, ；阪 2. E ・ T, 1伝3. M ・ A，必 7.M ・S,JI五8. S ・ I, 
j五11.M ・ N K調整反射が顕著で移動量は少なかった。
これらの結果から， フットワーク におけるス ピード練習，身体反転の反復動作の トレー
ニング， スピン後の立ち直り動作のトレーニング等により平衡性機能の向上が見られるな
らば，プレーのスピードと技術上に大きな威力が加え られることになろう。平衡機能は，


















































(7) j仮 7. M • S 
基礎体位・型態は均整良好型， しかし胸囲は小で持久性系lと弱点をもっ，しかし訟がら
基礎体力が伴なえば将来性に富む期待される1人となるだろう。運動神経の主役する機能は
すばらしいものがある。技術 ・ス ピー ドに期待さ れるものがあり 全身持久性はやや劣るが
スピード持久性に優れている。 H・ S ・ Tの 1点は他の持久性機能と均り合わない程弱い
（回復能） 2～1点が4種目もあるのに全般評価が高いのは，弱点、を強化し優れたス ピード
や柔軟性を基礎iとして技術を磨けば大成が期待される選手の 1人である。




に全身持久力（ 回復能 ）と脚力も劣る。全身持久性強化と 2～ 1点種目を 3点以上に引き
上げる努力特訓をして体力づく りを計った後，バ ドミン トン技術を磨く といった トレーニ
ング ・練習が必要である。動的平衡性（ フッ トワーク）にすばらしい ものがあるので，フ
ットワークを手がかりとして努力する乙とである。
(9) j仮9.K ・ S 
身長は大き い万だが痩型で，スタミナが未熟である体位体型，オールラウンドの体づく
りから初めて行く ζ とである。胸囲狭く 全身持久性lζ弱点があり 2点以下極目が 14種申
8種目もあることは並大ていの努力では大成する乙とが難しいということにえよる。技術と
平行して基縫体力づくりに精進して着々 と実力を挙げて行く外は芯い。
側 .t16.l0. M ・ I 
基礎体位 ・型態は小型で恵まれたものでは泣いが，均整型であるので トレーニング次第




































筋力の平均は約 61点，運動速度は約 73点、，柔軟性は61点、で筋力と 同点，持久性は最
低水準の 57点，総平均が 63点、という成績である。そこでこの成績をパ トミン トン競技
選手の望ま しい体力として “適性評価基準 ，総合平均点 83.6点に照合して比率を見ると，
7 5.6ヲちに当る。つまりバ ドミントン競技者，国際的選手として望ましい体力を 100点とす
れば，ユーパー杯強化選手の体力平均点は 75.6予ちであるという結果である。最高の必 2.
E • Tは 79点なので，94.4予診，最低の必 5. M ・ Tは 66ヲちの体力しか持っていえよいと


























坐N、E年＼s 月I] 日測b定ag，項畑、＼P目＼ 体 重 身 長 ローレル指数 座 高 胸 囲
kg C担 cm C担
H・Y叫{i 60. I 161. 5 
S 23.11.15(25) 
142 87. 0 86. 0 
2 E ・ Takenaka 54.5 164.6 122 88. 3 83. I 
S 25. 1. 6(24) 
3 M・ Aizawa 53. I 163. 5 121 87. 2 80. 5 
S 25. 2.28( 24) 
4 S ・ Tamura 65. 7 162.6 152 86.0 88. 0 
S 25. 7. 22(23 l 
5 M・ Takano 53. 1 156. 4 138 84. 7 83. 2 
S26. I.2(23) 
6 M・ Ikeda 65 2 166. 5 141 87. 8 85 2 
S26. 8.18(23) 
7 M ・ S hio~~~i 57. 3 163. 4 
826.10.15( 
131 88. 0 83.8 
8 S ・ Ishizaki 55.0 154. 6 148 82.0 84.0 
S 26.12.23( 23) 
9 民 S. hi _~i~i 51. 2 162.0 120 90. 0 78.0 
827. 1 
10 M・ Is~~1;2 1 50.5 151. 8 144 82.0 79. 1 S27. 9 
11 M・ N \ ~~io 60. 3 158. 5 151 85. 2 82.8 
S 28. 5. 21 l 
12 Y ・ Akimoto 58.1 154.0 159 86. 3 84.3 
S 28. 7. 8(21) 
13 S ・ Furutani 52. 8 154.8 
828.11.16(21) 
142 83. 5 81. 0 
14 A・ Tokuda 58.0 161. 2 138 85 7 85. 3 
S30. 9.15(19) 
M 56.8 159.7 139 86. 0 83.2 
S ・ D 4. 3 4. 3 11. 8 2.4 2.9 
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表2 ユーパ一杯バ ドミントン強化選手体力測定成績
2 形態
生~年：司uh日測定曜項叫＼目＼ 右上腕囲 cm 左上腕囲 cm 右 右 右伸展囲｝差 伸 展囲｝妻 前腕囲 大腿図 下 腿 囲 指 極左 左 左
周囲%屈囲 cm C明 cm cm 
1 H . y 25. 7 114 24.9 108 23.9 55. 0 34.9 159. 2 29. 2 27. 0 21. 7 51. 4 33噂8
2 E ・ T 24.4 106 22. 0 114 23.3 52.0 32. 7 167. 0 26. 0 25. 1 21. 3 51. 5 39. 3 
3 M・A 23. 7 110 20. 9 113 22. 5 51. 0 33. 9 164. 0 26. 0 23. 6 20. 5 50.2 33. 2 
4 S ・ T 
26. 5 
llO 25. 2 110 
24. 9 58.8 36. 5 165. 0 29. 2 27. 6 23.4 58. 0 36. 6 
5 M ・ T 
22. 7 114 22. 5 108 22.0 52.0 34. 3 163.2 25. 9 24.3 20. 8 52. 9 34. 1 
6 M ・ I 25. 5 108 23.6 108 24.6 59. 0 40. 2 169. 3 27. 6 25. 5 22. 1 57. 8 40. 5 
7 M ・ S 25.0 103 23. 3 108 23. I 54.6 35. I 160. 8 25. 7 25. 2 21. 4 52. 2 35 0 
8 S ・ I 
25. 7 108 25. 0 104 24. 7 54.8 35. 9 157. 4 27. 8 26.0 23. 5 51. 8 36.0 
9 K ・ S 22. 6 111 21. 5 110 22. 0 52.0 34. 5 156. 2 25 0 23. 6 25. 0 49. 9 35. 5 
10 M ・ I 23. 5 110 22. 0 llO 24.0 52. 4 32. 3 158.0 25. 9 24.2 21. 0 50. 5 32.3 
11 M ・ N 25.1 112 23. 7 ll4 24.0 60. 5 37. 5 156. 2 28. 2 27. 0 22. 1 57. 8 37. 0 
12 Y ・ A 25.8 109 24. 0 110 23. 3 57. 0 36. 0 152. 2 28. 0 26. 4 22.0 54. 6 36. 0 
13 S ・ F 
23. 7 112 22.6 111 23. 6 54. 1 34.0 154. 0 26. 6 25. 0 21. 4 52.0 34.5 
14 A ・T 24. 9 108 23. 5 110 23. 4 57. 5 37. 9 161. 0 27. 0 25 9 21. 6 54. 5 37. 7 
M 24.6 110 ~~：~ 109.9 23. 4 55. 1 35. 4 160. 3 27. 0 22.0 53. 2 33. 3 
S ・ D 






















段階点 握力 段階点 腕力 段階点 脚力
左 kg 左 kg 
2 37. 0 4 23. 0 4 28.0 1 21. 5 4 
4 
37. 5 4 22.0 4 
34.5 3 19. 5 3 
2 34.5 3 26.0 5 
30‘O 2 22.5 4 
3 37. 5 4 18.5 3 33. 5 2 20. 5 3 
1 30.0 2 17. 5 2 29 0 2 16.0 2 
3 41. 5 5 21. 5 3 34.0 3 17. 5 2 
2 
39.0 4 20. 5 3 
32.0 2 18.5 3 
2 38. 5 4 20. 5 3 32 5 3 20. 2 3 
2 36.5 4 19. 0 3 29.5 2 19.0 3 
2 32 5 3 17. 0 2 33.0 3 16. 5 1 
3 33. 0 3 23. 0 4 31. 1 2 18. 5 3 
2 37. 5 4 21. 0 4 30. 0 2 17. 5 2 
3 35. 5 3 19. 0 3 32.0 2 18.0 3 
4 34.0 3 21. 0 4 26.0 1 17. 5 2 
2 33.9 3 20. 1 3 31. 1 1 18.8 3 
3.4 2.6 





7. 5 4 
51. 0 2 
59. 0 2 
58. 5 2 
56. 0 2 
46. 0 1 
50. 0 2 
70. 5 4 









47. 0 1 
54.0 2 
43. 5 1 
88.0 5 
71. 5 4 
73.5 4 





64. 7 3 






？十をSt b戸＼、、弘~ 気 垂直 サイド ジャンプ 柔軟性とぴ 段階点 ステ’ヴ一プ 段階点 反応時間 スピ J 段階点 上ぉ 体 体前屈段階点cm 回／20 msec 回／30' 乙し 段階点 段階点
C明 C明
1 H . y 36 2 44 4 0. 300 4 22 3 48 2 19. 0 3 
2. E ・ T 51 5 45 5 0. 278 4 貧血 71 5 20.0 4 
3 M ・ A 49 4 45 5 0. 301 3 捻ざ 56 3 11. 0 2 
4 S ・ T 49 4 45 5 0. 351 2 欠 47 2 13.0 2 
5 M • T 46 4 44 4 0. 313 3 欠 54 3 15.0 3 
6. M ・ I 40 3 40 3 0. 374 1 22 3 46 2 25. 0 5 
7. M ・ S 43 3 45 5 o. 286 4 26 5 67 4 17. 0 3 
8 S ・ I 34 1 42 4 0. 353 2 30 5 48 2 15.0 3 
9. K ・ S 36 2 45 5 0.361 2 19 2 51 2 11. 0 2 
10. M ・ I 42 3 44 4 0. 362 2 13 1 46 2 19.0 3 
11 M ・ N 40 3 44 4 0. 356 2 欠 68 4 12.0 2 
12 y . A 50 5 46 5 0. 307 3 28 5 77 5 20. 0 4 
13. S ・ F 9J 5 44 4 0. 318 3 26 5 65 4 17. 0 3 
14 A ・ T 45 4 47 5 0.329 3 30 5 72 5 12.0 2 
M 43. 7 3 44.3 4 0. 328 3 24. 0 4 58. 3 3 16. 2 3 
S ・ D 5.0 2. 1 0. 024 5.0 9. 1 1 
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表5 ユーパ一杯バドミントン強化選手 体力測定成績
5 捧 久 性
平 常 脈 6 分 間 走 特 久 性
肺活量 H・S・T 
段階点 段階点 心持数 走距商産
cc P・R 段階点 E•R 段階点 P・R R・R 
/min m 
3,500 3 145. 2 5 54. 5 110 1,364 4 323 5 81. 8 74.4 
4,000 4 72. 1 1 72.8 82.4 1,472 5 604 2 40.5 49. 2 
2,820 1 83.8 2 67. 5 88. 9 休
3,500 3 71. 8 1 69.5 86. 9 1, 344 3 551 3 48.6 55.9 
2, 900 2 85. 7 2 49. 5 121. 2 1,304 3 469 4 59. 6 49.2 
3,540 3 97. 4 3 65.2 92.0 1,364 4 525 3 50. 3 54. 7 
4,080 4 76.5 1 66. 7 90.0 1, 427 4 527 3 47. 9 53. 2 
2.800 1 93.2 2 66.6 90.1 1,354 3 476 4 55.9 62.0 
3, 000 2 85. 2 2 60.0 100.0 1, 406 4 495 4 51. 7 51. 7 
2.460 1 94. 3 2 50. 6 118. 6 1, 414 4 526 3 48. 4 40.8 
2,380 1 99. 3 3 58. 5 102.6 1, 396 4 459 4 56.2 54. 8 
3, 240 2 93.8 2 63.5 94.5 1,406 4 464 4 55. 2 58.4 
2,620 1 92.6 2 65.0 92.8 1,406 4 501 3 51. 1 55. 1 
3, 320 3 88.8 2 57. 0 105. 3 1, 406 4 495 4 51. 7 49.1 
3,150 2 91. 4 2 61. 9 96. 9 1,390 4 493 4 53.8 54. 5 
476 21. 5 6. 9 11. 4 50. 0 84 12. 3 10.0 
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表6 ユーパ一杯パドミ J トン強化選手体力測定成
6 総合平均評価点
＼と～、~平 日均適一～性、 筋力 運動速度 柔軟性 持久性 総合平均点
段階 100点 段階 100点 段階 100点 段階 100点 段階 100点
満 点 ， ， ， I/ 
平均点換算点 平均点換算点 平均点換算点 平均点換算点 平均点換算点
l. H . y 3.25 65 3.25 65 2. 5 50 4.25 85 3.31 66. 3 
2. E • T 3.5 70 4.7 94 4. 5 90 3.0 60 3.93 79. 0 
3. M ・ A 2.9 58 4 0 80 2. 5 50 l. 5 30 2. 73 54. 5 
4. S ・ T 3.3 67 3. 7 73 2.0 40 2 5 50 2.88 57. 5 
5. M ・ T l. 6 32 3. 7 73 3. 0 60 2. 75 55 2. 76 55. 3 
6 M ・ I 3.25 65 2.5 50 3. 5 70 3. 25 65 3. 13 62. 5 
7. M • S 2.9 58 4.25 85 3. 5 70 3.0 ω 3. 41 68. 3 
8. S ・ I 2. 9 58 3.25 65 2. 5 50 2.5 50 2. 79 55.8 
9. K ・ S 2. 5 50 3. 7 73 2.0 40 3.0 60 2. 80 56. 0 
10. M ・ I 2. 25 45 2.25 45 2. 5 50 2.5 50 2.38 47. 5 
11 M ・ N 3.85 77 3.0 ω 3.0 60 3.0 60 3.21 64.3 
12 y . A 3.4 68 4.5 90 4.5 90 3.0 60 3.85 77. 0 
13. S ・ F 3. 25 65 4.25 85 3.5 70 2 5 50 3. 38 67. 5 
14 A ・ T 3. 75 75 4.25 85 3. 5 70 3 25 65 3.69 73 8 
M 3.04 60.9 3. 04 73. 3 3.07 61. 4 2.86 57. 1 3. 16 63. 2 
S ・ D o. 66 13. 2 0 66 14.4 0. 74 14. 7 0. 81 16.2 0.46 9. 3 
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表7 評価判定 段階基準 表
＼判定評価段階 非常にすぐれている すぐれている 普 通 少し2 劣点 る 非常に1劣っ点てL、る
測定種目，単位＼＼
5 点 4 点 3 点
男女 男女 男女 男女 男女
背筋力 kg 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 139 107 200 155 180 140 160 124 140 108 以下 以下
握 力 kq 65 40 60 37 55 33 50 29 49 28 
腕 力 kr; 35 25 30 21 25 18 20 15 19 14 
脚 カ kg 140 85 120 70 100 60 80 50 79 49 
垂直とび cm 70 50 65 45 60 40 55 35 54 34 
上体お乙し 回／｛分 80 70 70 60 60 52 50 44 49 43 
サイド 点／{c0秒ステ ップ 50 45 45 40 40 36 35 32 34 31 
ム反（全応身総時合間）(msec) 250 270 290 300 330 330 370 370 371 371 以内 以内 以外 以外
体前屈 cm 25 25 20 20 15 15 10 10 9 9 
上体そらし C祝 70 68 65 62 60 54 55 46 54 45 
肺活量 cc 5500 4300 5000 3800 4500 3300 4000 2900 3999 2899 
ノ、ー バー ドス 点
テップテスト 140. 0 130. 0 120. 0 110. 0 100. 0 95. 0 80. 0 80. 0 79. 9 79. 9 
ムジ ャ ンプ目〆J30秒 以上スピン 29 26 26 23 23 20 20 18 19 17 
ム走6 距分 間離 1450 1390 1300 1200 1199 
ム持久率指数 E・R 420 500 580 680 681 以内 以下
〔注〕 1968年 6月， 日本体育協会 ・スポーッ科学研究室作成の体力測定採点表による。
ム印はわれわれが独自で定めた基準。
表8 平衡性機能測定成積
日訳R閉限（右立位）時間秒 閉限（立左）位時間秒 右廻りジャンプ 左廻りジャ ンプ フット・ワーク 備 考スピン 困 スピJ 回 所要時間，秒
lH・Y 71 47 9 9 113 
2E・T 41 136 11 9 95 
3M・ I 171 57 8 8 108 
4 S • T 不参加
5M • T （ ρ ） 
6M • I 61 111 9 11 116 
7M • S 59 76 11 10 108 
8 S • I 84 54 10 10 104 
9 K • S 108 181 7 7 112 
lOM • I 94 135 7 9 112 
llM • N 55 102 10 8 102 
12 Y • A 108 74 9 10 109 
13 N • F 54 106 9 10 110 
14 A・ T 53 38 8 10 119 
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安 静時 の心電図（例）図1
,<; !, H Uuki 
43/min 45/min 45/min 43/min 46/min 
M-44.4/mim 
必 2, E Tak,naka 
J鑑3, M A iuwa 
74 73 70 67 
M= 68.9/min 
66 67 65/min 
J鉱 13, S Fu,utan, 
V, 
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